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膀胱がんの早期発見
　日本では年間約23,000人が新たに膀胱がんと診断されています。膀胱がんは60歳以上の
男性に多く見られ、女性より約３倍罹患率が高い病気です。また、全国的に見ると愛媛県
は膀胱がんによる死亡率が高い地域になっています。
　早期の段階（ステージⅠ）で発見された場合、５年生存率は87％と高い割合であること
が分かっています。一方、がんが膀胱の筋肉にまで達している段階（ステージⅡ・Ⅲ）で
は43～57％、遠隔転移がある段階（ステージⅣ）では19％と進行するにしたがって５年生
存率は低くなります。
　最も重要な症状は、全く痛みなどがない血尿です。
（無症候性肉眼的血尿）
　症状を伴わないものは、しばらくすると血尿が
治まることも多く、そのまま放置されてしまうこ
とがあるため、特に気をつけなければいけません。
　検査は膀胱鏡検査、尿細胞診、画像検査（超音波・
CT・MRI）などを組み合わせて行います。
　膀胱がんと診断された場合、まずは経尿道的膀
胱腫瘍切除術（TUR-BT）を行い、その病理結果
で追加治療を判断します。また、膀胱腫瘍は再発
を来たしやすく、定期的な経過観察が必須です。
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上段左から　副院長　　　　　佐藤　武司　
　　　　　　泌尿器科部長　　佐藤　秀樹
　　　　　　泌尿器科医長　　毛利　晨佑
泌尿器科（外来・病棟）チームで頑張っています。

血尿などの自覚症状がある場合は、早期に受診してください‼血尿などの自覚症状がある場合は、早期に受診してください‼

新しい医師を
紹介します。

　令和６年１月から大洲病院に赴任しました
毛利晨佑（もうりしんすけ）です。
　南予地域での勤務は初めてで、分からない
ことも多いですが、優しい方ばかりで助けて
いただいています。
　大洲市の医療に貢献できるよう精進してま
いりますので、よろしくお願いします。

泌尿器科医長　毛利　晨佑
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　現在、皮膚科は毎週火曜日と木曜日に
診察を行っていますが、令和６年４月か
らは毎週金曜日が追加されます。
　週間では「火曜・木曜・金曜」の診察
になります。

曜　日 愛大派遣医師

月曜日 休　診

火曜日 白石　先生

水曜日 休　診

木曜日 松本　先生

金曜日 林　　先生

※�診療受付時間は、午前８時15分から午前
11時30分までです。
※�担当医師の変更、休診の場合があります
ので、事前に電話でお問合せください。

　糖尿病は上手く付き合えば、健康な方と変
わらない生活を送ることができます。そのた
めには糖尿病という病気について理解を深め、
食事・運動・服薬等の自己管理について学ぶ
必要があります。
　当院の糖尿病教育入院は、患者様に合わせ
たプログラムを用意し、専門医師をはじめ、
看護師・管理栄養士・理学療法士・臨床検査
技師・薬剤師などの医療スタッフがサポート
しています。

令和６年４月から皮膚科の
診察日を追加します

訪問看護ステーション開設

糖尿病透析予防チーム会の活動
シリーズ③ 糖尿病教育入院

　在宅においてご自身やご家族の看護・介護について
お困りごとはありませんか？
　訪問看護ステーションでは、主治医やケアマネー
ジャー等と連携しながら、病状・障害の観察、清潔保
持、食事や排泄など日常生活の世話、床ずれ予防・処置、
リハビリ、がん末期のケア、認知症患者の看護、療養
生活や介護方法の指導、医療用の管などの管理、医師
の指示による医療処置などを行います。
　当院の看護師・作業療法士等がご自宅を訪問し、患
者様の住み慣れた場所において療養生活の支援をさせ
ていただきます。
　訪問看護のご利用を希望される方は、かかりつけの
医師やケアマネージャーにご相談ください。

市立大洲病院訪問看護ステーション
【電話番号 ２４－００３０】

※“ふわり”は市立大洲病院訪問看護ステーションの愛称です。

訪問看護ステーションのスタッフです！

市立大洲病院マスコットキャラクター

～令和６年４月　訪問看護ステーション
“ふわり” を開設します～

糖尿病教室の様子


